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意味フィルタにおける転送空間データのルール生成  
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【step2‥】利用情報に対する知識度の推論  

一般的なルールを用いたファジィ推論によって利用情報  

に対するユーザの知識度を推測する．   

［step3：】データの重要度の決定  

ユーザに応じたデータの重要度合いをユーザ情報を用い  

て決定する．   

【stel刃‥］フィルタレベルの決定  

得られた知識度と，ユーザの通信・端末環境の情報をも  

とに，データをフィルタする度合いを決定する．   

［step5：】データのフィルタリング  

フィルタレベルに応じてデータをフィルタリングする．   

【鑓e画：］ユーザ操作  

転送されたデータの結果に対して，ユーザ指示を受け，  

フィルタレベルの調整と差分情報の転送等を行う．  

【step7：j ログ出力  

得られたユーザ指示や，転送されたデータの情報などを  

適宜アクセスログとして保存しておく．   

匝el呵 ログ解析  

収集された全てのアクセスログに対してリコメンデーショ  

ン方式による解析を行う．これにより，同グループに分  

類できるユーザに対して，推論を行わずにデータ転送を  

行うことが可能となる．  

本研究では，意味フィルタの有効性を検証するために，GIS  

における意味フィルタの設計を行っている．これまでの意味  

フィルタを用いたGISについては，文献t5，6】にて報告して  

いる．   

3．転送空間データの決定ルール生成   

本節では，2．節で提案した意味フィルタをGISへ適用する  

場合におけるstep3の手続きについて詳しく述べる．   

意味フィルタをGISへ適用する場合，図1のstep3は，転  

送する空間データ，つまり建物データの重要度を決定する手続  

きに相当する．   

建物重要度の推測方法は大別して以下の2通りがある．  

●建物の持つ属性値とユーザの年齢・職業等から推測  

●建物の持つ幾何情報や位相情報から推測  

1．はじめに   

本研究では，データ転送におけるネットワークの伝送効率  

の向上を目的として，ユーザにとって不必要なデータをフィル  

タリングし，意味のあるデータのみを抽出するシステム「意味  

フィルタ」を提案する．意味フィルタの有効性を検証する対象  

として，地理情報システム（Geugl・aphicl11fbl・111atiu11Systelll  

：GIS）［1］を採用する・GISに意味フィルタを適用する場合に  

は，提示する空間データである建物の重要度をユーザに応じて  

決定する必要がある．・これまでのシステムにおいて，建物の重  

要度を決定するルールは，予め設計者の意思により生成され，  

それに基づき建物の重要度が決定されていた．本稿では，より  

ユーザの目的や好みに応じた建物を提示するために，アンケー  

トをもとにC4．叫】を用いて重要度決定ルール生成を行う・ま  

た，建物の幾何および位相情報を基にした重要度の決定をファ  

ジィ推論により行う．2手法で得られた重要度を合成すること  

により，建物の重要度を決定する．本稿では，これら建物重要  

度の決定方法について説明する．   

2．意味フィルタ   

本研究が提案する「意味フィルタ」を用いたデータのフィル  

タリングの流れを以下に示す（図1）．  

図1：フィルタリングの流れ  

【stepl‥】ユーザ情報の入手   

各ユーザの認証を行い，予め入力されたユーザ情報を入   

手する．  
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よりユーザの目的や好みに応じた建物を提示するために，前  

者に関して，アンケートをもとに，C4．5【2】を用いたルール生  

成を行う．また，後者に串ける建物の幾何および位相情報を基  

にした重要度の決定をファジィ推論により行う．これら2手法  

で得られた重要度の和をとることによって，建物の重要度を決  

定する．  

3．1 ユーザ情報による重要度決定ルール生成   

本研究では，ユーザ情報から各種建物の重要度を決定する  

ルールを生成するために，」．Q血11atlによって開発された帰納  

学習システムC4．5を用いる．C4．5は，与えられた教師デー  

タに対するパターン解析を行うことにより，帰納的に決定木を  

作るシステムである．   

重要度決定ルールを生成するための教師データを収集する  

ために，各種建物について，ユーザの目的に応じてどれだけ重  

要であるかをアンケート調査する．そのアンケートに基づき，  

各種建物の訓練事例を生成する．訓練事例は，以下の通り，3  

種の属性と5つのクラスが存在することとする．   

t3種の属性：】目的（買う，食べる，楽しむ），性別（男，女），  

年齢   

Ⅰ5つのクラス：］提示すべき，提示してもよい，どちらでも  

ない，提示しなくてもよい，提示しない   

これらで構成される訓練事例の1例は以下の通りである．  

例：デパートに関する1訓練事例  

【買う，女，25，提示すべき】  

3．2 幾何および位相情報による重要度決定ノレール生成   

建物の幾何および位相情報を用いてファジィ推論により，重  

要度を決定する．前件部としては，建物の面積および交差点か  

らの距離を用いる．推論ルールの例を表1に示す．  

表1：建物重要度の推論に用いるルールの例  

な三角型メンバーシップ関数で定義しておく．ここで，三角型  

メンバーシップ関数を用いるのは計算の簡単化のためである．   

これらのルールとメンバーシップ関数をもとに，Mill－Max一  

重心法【3］を用いてデフアジィ化を行うことによって，建物の  

重要度を求める．  

3．3 重要度の合成   

ユーザ情報をもとに決定された重要度と幾何情報をもとに  

決定された重要度の和を取り，建物の重要度とする．これによ  

り，ユーザ情報だけでなく，建物自身の情報を考慮した重要度  

の決定が可能となる．   

このように決定された建物の重要度をもとに，囲1のstep4  

で求めたユーザのフィルタレベル応じて，提示する建物を決定  

する．   

4．おわりに   

本研究では，ユーザが望むデータを抽出可能な意味フィルタ  

をGISへ適用する場合における建物重要度の決定方法を提案  

した．これまでのシステムにおいて，建物の重要度を決定する  

ルールは，予め設計者の意思により生成され，それに基づき建  

物の重要度が決定されていた．それに対し本提案手法は，アン  

ケート結果に基づき，ユーザ情報を用いた建物重要度の決定  

ルールを帰納学習アルゴリズムC4．5により生成している．こ  

れにより，よりユーザに適したルールの生成が可能となってい  

る．また，建物の幾何および位相情報を用いた建物重要度の決  

定をファジィ推論により行っている．これらの2手法で得られ  

た重要度の和をとることによって，ユーザ情報だけでなく建物  

情報を考慮した重要度の決定が可能であるといえる．今後は，  

ユーザのログを解析することによって，重要度決定ルールの再  

構築について検討を行う・また，オブジェクト指向GIS【4】に  

おいて，G－XMLデータを用いたフィルタリングについても検  

討する．   
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ルール1：  

交差点から 近く  面積が 広ければ  高い  

ルール2：  

交差点から やや近く 面積が やや広ければ やや高い  
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図2：三角型メンバーシップ関数の例  

表1では，「交差点からの距離」と「面積」から，「建物の重要  

度」を推論している．このとき，各ファジィ変数は図2のよう  
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